
［成果情報名］新規環境汚染物質である有機フッ素化合物のニワトリにおける体内動態

［要約］ニワトリでは、パーフルオロオクタンスルホン酸は主に肝臓に、パープルオロオク

タン酸は血液や腎臓に分布する。パーフルオロオクタンスルホン酸の血中半減期は長く、

高い残留性を示すため、注意が必要である。
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［背景・ねらい］

有機フッ素化合物（perfluorinated compounds：PFCs）は撥水剤や表面コーティング剤、
樹脂製晶などとして産業界や家庭で広く使用されてきた物質であるが、近年世界中の環境
や生体における残留蓄積が相次いで報告され、新たな環境汚染物質として注目されている。

PFCsの体内動態については、これまで哺乳類を対象とした研究が行われ、これらの生物学

的半減期に関して著しい動物種差や性差が認められているが、鳥類の研究例はほとんど無

く、不明な点が多い。そこで本研究ではニワトリを用いて、代表的な　PFCsであるパープ

ルオロオクタンスルホン酸（PFOS）とパープルオロオクタン酸（PFOA）の生物学的半減

期や組織分布について検討する。

［成果の内容・特徴］
1．血液中のPFOAおよびPFOS濃度は、各々の投与濃度を反映する（図1）。PFOAの

消失速度定数はPFOSのおよそ6倍である。雄ニワトリ血中における生物学的半減期は、

PFOA、PFOSでそれぞれ4．6日および31日で、哺乳類と同様に鳥類におけるPFOSの

残留性はPFOAよりも高い。

2．ニワトリにおけるPFOSおよびPFOAの生物学的半減期は、いずれも晴乳類で報告さ

れている値と比べると短い。

3．PFOSの組織分布や体内動態はPFOAと大きく異なる（図2）。肝臓はPFOSの主要な

蓄積器官であり、腸管循環が起きている可能性がある。一方、水溶性の高いPFOAは主

に血液に分布し、尿排泄される前に腎臓に集積するものと思われる。

［成果の活用面・留意点］

1．今研究における生体内半減期の計算では、PFOSおよびPFOA消失期間中の体重増加

に伴う濃度希釈を考慮していない。体重増加を考慮して計算した場合、PFOAではほと
んど違いはないが、PFOSの半減期は上記値よりも4倍程度大きな値となる。

2．環境中に残留するPFCsのうち、PFOAに比べPFOSは鳥類の筋肉や卵により蓄積しや

すいことが予想される。従って、ニワトリをはじめとする家畜の食物連鎖による　PFCs

の汚染や挙動を解明することが重要である。

－62－



［具体的データ］
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図1．皮下埋込浸透圧ポンプにより4週間連続投与された雄ニワトリ血液中のPFOS（A）およ

びPFOA（B）濃度（ng／mL）。○：低濃度群（0．1mgPFOA／mL，0．02mgPFOS／mL）、●：高濃度

群（0．5mgPFOA／mL，0．1mgPFOS／mL）、△：対照群（生理食塩水）を示す。PFOAおよびPFOS
はLC／MS／MSにより測定した。
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図2．ニワトリ体組織（血液・脳・腎臓・肝臓）中におけるPFOSおよびPFOAの相対負荷量

（％）。各組織中濃度に組織重量を乗じて負荷量を算出した。総血液量は体重の5％と仮定した。
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